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事業者名 宝興業株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

ビル管理業務、不動産賃貸、仲介業務を通し、安心、安全な労働環境、住環境の提供により人々の健康的な生活の確保、維
持に貢献する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、
それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の
数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそ
のまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
・不動産仲介業務により、資産の有効活用を促進し、経済
活動・社会生活の維持拡大に寄与する
・テナント、マンション賃貸業務を通し健康で快適な住環
境・労働環境を提供する

・仲介件数の増加
　2023年度：2026年度対比20%増
　`23年度34件⇒`26年度40件
・2026年度までに新たな賃貸物件を取得する
1件

社会

経済

環境

・管理ビルにおいて、感染症対策や避難行動計画、事前防
災対策に注力し、入居テナントの事業継続に取り組む

・2026年までに新たに災害対策マニュアルを改
定する
・ビル管理業務に起因する事故、トラブル、苦情等
の発生ゼロを継続する ～ 2019年事故、トラブ
ル、苦情発生0件

社会

経済

環境

・電気やガソリンなど、自社のエネルギー使用量を削減し、
CO2排出抑制による温暖化対策に取り組む。

・2026年度までに社用車を全てハイブリッド車
に切り替える
　`23年度75%(4台中３台） ⇒`26年度100%
（４台中４台）
・2026年までに自社ビルの専有部分の蛍光灯を
LEDに交換する
　`23年共有部分100％　専有部分  90%⇒専
有部分`26年度100％

社会

経済

熊本県警をはじめとする行政機関、あるいは（一社）熊本県警備業協会、（一社）熊本県宅地建物取引業協会等の業界団体
との連携を密にして、地域の持続可能性向上に努める

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・仲介件数の増加
　前期指標10％達成　‘23度　34件（+3件）
・賃貸物件取得　　1棟取得（中古物件）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・不動産仲介業務により、資産の有効活用を促進し、経済
活動・社会生活の維持拡大に寄与する
・テナント、マンション賃貸業務を通し健康で快適な住環
境・労働環境を提供する

・仲介件数の増加
　2019：2023年対比10%増
2019年31件⇒2023年34件
・2023年までに新たな賃貸物を取得する～ 1棟

・肥後銀行と連携した取り組みによる地域の健全な発展
・中古ビルの取得。リノベーション活用により新築と比較
し、資材調達減少と、産業廃棄物の削減。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・2023年までに災害対策マニュアルを改定する
・ビル管理業務に起因する事故、トラブル、苦情等
の発生
　ゼロを継続する～2019年事故、トラブル、苦情
発生0件

前期の指標に対する実績

・管理ビルにおいて、感染症対策や避難行動計画、事前防
災対策に注力し、入居テナントの事業継続に取り組む。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・コロナウィルス等の感染対策を徹底（消毒液の設置、アク
リルパネルの設置　感染防止ポスター設置による啓蒙等）
により　感染拡大の防止に取り組む。

三側面
（分野に☑）

・社用車４台中３台をハイブリッド車への切替によりCO2
削減に貢献。当初４台の予定だったが、納車時期の事情で
３台を実施。
　事務関係で電子請求書、明細書発行システム導入し、請
求書、領収書等ペーパレス化により、紙使用量を削減。
・予算及び費用対効果の関係も勘案し、ソーラー街路灯導
入は現状実施していないが、街路灯のLED化の対応をし
た。

・社長車ハイブリッド車への切替した。
　4台中3台をハイブリッド車で導入した。
・蛍光灯LED化
　テナントビル共用部100％実施した。
・電子、明細書発行システム導入した。
・街路灯のLED化で対応した。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・マニュアル改定　感染症対策等未済
・苦情件数　0件継続

・電気やガソリンなど、自社のエネルギー使用量を削減し、
CO2排出抑制による温暖化対策に取り組む。

・2023年までに社用車を全てハイブリッド車に
切り替える。
　2019年75%⇒2023年100%
・2023年までに自社ビル共有部の蛍光灯を
LEDに交換する。
　2019年70%⇒2023年100%
・コインパーキングにソーラ街路灯の導入を検討
する。経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


